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１．研究計画の概要 
 ハゼ科ベニハゼ属，イレズミハゼ属，シマ
イゾハゼ属は互いに近縁で雌雄同体と異体
種が混在している．本研究では 3 属に含まれ
る種の系統関係を mtDNA により解析し，飼
育実験による配偶システムの観察結果と併
せて雌雄性の進化を探るものである． 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 社会構造と雌雄性 
 これまでベニハゼ属アオギハゼ，オヨギベ
ニハゼ，イレズミハゼ属イレズミハゼ，ベン
ケイハゼ，コクテンベンケイハゼ，フトスジ
イレズミハゼの配偶システムを明らかにす
ることができた． 
 アオギハゼとは群れで洞窟の中に生息し
ている．群れの大きさは 15-114 尾で約 80％
は雌で構成されていた．雄は雌より有意に大
きかった．これに対しオヨギベニハゼは 96
尾の群れで雌の数は同様に 80％であったが，
雌の方が有意に大きかった．両種の生殖腺構
造は他のベニハゼ属と同様の両性生殖腺で
双方向性転換が可能であった．しかし，アオ
ギハゼは雌性先熟，オヨギベニハゼは雄性先
熟的であることがわかった．配偶システムを
飼育により観察したところ，アオギハゼは一
夫多妻的でオヨギベニハゼはランダム配偶
であった．これは性転換の各タイプの進化を
予測する体長-有利性モデルとよく合致した． 
 イレズミハゼ属 4種は洞窟の奥部に単独あ
るいはペアで生息し，配偶システムは一夫一
妻が予測された．生殖腺を組織学的に観察し
たところいずれの種も両性生殖腺を有し，同
性どうしの組み合わせ実験では，双方向性転
換を示し，大型個体が雄となった． 

（2）mtDNA による系統解析 
 ベニハゼ属，イレズミハゼ属，シマイソハ
ゼ属の系統関係を明らかにするため mtDNA
により系統解析を行った．解析用の標本には
ベニハゼ属 30 種，イレズミハゼ属 7 種，シ
マイソハゼ属 2種および外郡としてヨリメハ
ゼ，クモハゼを用いた． 
 その結果，雌雄異体であるシマイソハゼ属
から雌雄同体のベニハゼ属とイレズミハゼ
属が派生したことが明らかとなった．さらに
ベニハゼ属の中でアオギハゼ，オヨギベニハ
ゼ，カスリモヨウベニハゼが単系統群を形成
するがカスリモヨウベニハゼは雌雄異体で
あった．このことから雌雄異体→雌雄同体→
雌雄異体の順で進化したことが示された． 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している． 
 当初計画したベニハゼ属アオギハゼに加
え近縁のオヨギベニハゼがまったく異なる
社会構造を持つことがわかった．また，系統
形跡により雌雄異体から雌雄同体，さらに雌
雄異体が進化したことが証明された． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 雌雄同体から異体へと特異な進化をした
と予測されるカスリモヨウベニハゼの婚姻
システムを示す．これまでの成果を論文とし
て発表する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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